






近年,NICU を始めとする未熟児医療の進歩により,周産期死亡は明らかに減少しているが,

早産未熟児の出生を予防する事は児のinta-ct survival が望まれる現在,極めて重要であ

ることはいうまでもない。そこで我々は前年度に検討した早産発生原因に関する臨床統計,

切迫早産における治療開始条件に加え,早産の risk factor,tocolysis の適応と禁

忌,tocol-ysis の実際につき検討し,早産予防の管理指針を提示した。 


